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1. 審査の経緯 
 本小委員会は 2019年 9月 24日に社会学研究科教授会における論文受理の決定を受け、







断する。     























































 ―技能実習制度と 2つの二重構造― 
 1 課題の設定と本論文の特徴 
 2 技能実習制度の概要と変遷 
 3 先行研究の検討：二重労働市場論と移民・外国人労働者 
 4 近代－前近代部門の二重構造と技能実習制度の活用 
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 5 正社員－非正社員の二重構造とその緩和の方向性 
 6 本論文の構成 
第 1章 製造業における技能実習制度のインパクト 
 ―既存の統計資料の観察― 
 1 産業構成 
 2 製造業における技能実習制度のインパクト 
 3 職種分野別の動向からみる活用実態の変化 
第 2章 養成訓練から技能実習制度へ 
 ―前近代部門との関連をめぐって― 
 1 本章の目的 
 2 養成訓練と技能実習制度 
 3 養成訓練から技能実習制度への移行過程にかんする事例の検討 
 4 小括 
第 3章 非正社員の一類型としての技能実習生へのニーズ 
 ―製造中・大企業での活用事例から― 
 1 本章の目的 
 2 事例企業の概要 
 3 非正社員の一類型としての技能実習生へのニーズと活用 
 4 技能実習生を対象とした人事管理施策の現状と可能性 
 5 小括 
第４章 技能実習制度の活用と企業内雇用ポートフォリオの国際化 
 ―企業アンケート調査の二次分析から― 
 1 本章の目的 
 2 先行研究の整理と本章での論点 
 3 データ 
 4 分析 
 5 考察 
 6 小括 
第 5章 技能実習生の受け入れと地域社会 
 ―生活者としての技能実習生をめぐって― 
 1 本章の目的 
 2 自治体と外国人住民，技能実習生 





 6 「技能実習生と多文化共生」政策の効果と限界 
 7 小括 
終章 結論 
 1 二重労働市場論を援用した技能実習制度の性格の解明 















































































 本論文の貢献として評価されるべき点は、以下の 3点である。 
 第１に、外国人労働者政策という論争的なテーマに関わる研究課題にも関わらず、実証的
な資料に基づき説得的に議論を進めている。論争的なテーマであるだけに、この研究課題は
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